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発
刊
の
こ
と
ば

　

安
芸
高
田
市
は
、
平
成
16
年
３
月
１
日
に
、
旧
高
田
郡
六
町
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
に
、
安
芸
高
田
市
総
合
計
画
（
Ｈ
17
～
Ｈ
26
）
を
策
定
し
、「
人　

輝
く
・
安
芸
高
田
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、「
住
民
と
行
政
が
奏
で
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
各
種
施
策
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
安
芸
高
田
市
民
憲
章
」、「
第
３
次
安
芸
高
田
市
行
政
改
革
大
綱
」
の

方
向
性
や
考
え
方
を
踏
ま
え
、
第
２
次
安
芸
高
田
市
総
合
計
画
（
Ｈ
27
～
Ｈ
36
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
加
え
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
、
人
口
の
現
状
と
将
来
の
展
望
を
提
示
す
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
こ
れ
を
踏
ま
え

た
具
体
的
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
よ
り
、
新
た
な
将
来
像
「
人
が
つ
な
が
る
田
園
都
市　

安
芸
高
田
」

を
唱
え
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、「
人
が
集
い
育
つ
ま
ち
づ
く
り
」、「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
都
市

像
を
も
っ
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。
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東京公演
「ひろしま安芸高田神楽」の魅力を全国に
広める取組として、東京公演を開催してい
ます。同時に、会場では物産品の販売や市
の紹介パンフレットの配布も行い、市の
PR 活動も行っています。

ひろしま安芸高田神楽の特徴
演技性が高く、1 演目が 1 つの物語になってい
ます。大変多くの演目があり、それぞれの神楽
団が独自に趣向を凝らしています。正義役（神）
と悪役（鬼や大蛇）が登場し、激しく闘いなが
ら、最後は正義役が悪役を退治するという内容
のものが多くあります。

神楽門前湯治村
美土里町にある神楽門前湯治村では、誰でも気軽に神楽を鑑
賞できます。神楽専用の舞台“神楽ドーム”とすぐ間近で神
楽鑑賞ができる“かむくら座”があり、年数回の神楽大会の
ほか、金曜・土曜日の夜には夜神楽が楽しめます。宿泊や温
泉入浴や宴会もできるため大人気です。

　

秋
祭
り
の
季
節
、
お
宮
で
は
神
楽
が

舞
わ
れ
る
。
舞
殿
か
ら
響
く
太
鼓
や
笛

の
音
。
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
に
、
心
の

中
に
響
い
て
く
る
。

　

神
楽
は
神
々
へ
捧
げ
る
も
の
。
神
が

楽
し
み
、
舞
人
が
楽
し
み
、
見
る
人
が

楽
し
む
。
舞
殿
と
客
席
が
ひ
と
つ
に

な
っ
た
と
き
、
神
人
和
楽
の
世
界
が
生

ま
れ
る
。笛
や
太
鼓
が
鳴
り
始
め
る
と
、

幼
い
子
ど
も
が
神
楽
を
舞
い
始
め
る
。

神
楽
は
そ
ん
な
不
思
議
な
力
を
秘
め
て

い
る
。
今
で
は
公
演
の
場
は
地
域
の
お

宮
だ
け
で
な
く
、
県
内
外
の
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
へ
と
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

神
楽
を
舞
い
継
ぐ
者
た
ち
は
皆
、
昼

間
は
仕
事
や
勉
学
に
励
み
、
夜
な
夜
な

練
習
を
重
ね
て
本
番
に
備
え
る
。
現
在

で
は
、
市
内
に
22
の
神
楽
団
が
神
楽
を

舞
い
、
舞
人
た
ち
は
そ
の
技
を
磨
い
て

い
る
。
安
芸
高
田
の
神
楽
は
、
切
磋
琢

磨
を
続
け
る
。

　
「
全
国
的
に
有
名
な
も
の
は
？
」

と
安
芸
高
田
市
民
に
た
ず
ね
る
と
、

お
そ
ら
く
こ
う
答
え
る
だ
ろ
う
。「
毛

利
元
就
」
と
。

　

戦
国
時
代
、
中
国
地
方
を
一
つ
に

ま
と
め
た
の
は
、毛
利
元
就
だ
っ
た
。

　

元
就
が
そ
の
生
涯
を
過
ご
し
た
安

芸
高
田
市
に
は
、
毛
利
氏
ゆ
か
り
の

史
跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
戦

国
時
代
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る
。「
三
本
の
矢
を
重
ね
る
こ
と

で
折
れ
に
く
く
な
る
」
と
息
子
た
ち

に
協
力
の
大
切
さ
を
伝
え
た
「
三
矢

の
訓
」、「
百
万
の
人
が
心
を
一
つ

に
」、
ま
た
一
日
一
力
一
心
「
日
を

同
じ
う
に
し
、
力
を
同
じ
う
に
し
、

力
を
同
じ
う
に
し
、
心
を
同
じ
う
に

す
る
」
と
一
致
団
結
の
大
切
さ
を
伝

え
た「
百
万
一
心
」。元
就
の
訓
え
は
、

市
民
の
心
の
中
で
生
き
続
け
る
。

安芸高田市歴史民俗博物館（右下）
郡山城跡のふもとにある安芸高田市歴史民族博物館
は、原始・古代・中世・近代にわたり、貴重な資料
の数々を展示、訪れる人々に紹介しています。

百万一心碑（上）
百万一心碑は、毛利元就が郡山城を拡張するとき人
柱に替えて姫丸壇の礎石に「百万一心」と彫らせ、
それを埋めたと伝えられています。

毛利元就（右）
「戦国の雄」とたたえられた戦国の武将です。明応
6 年（1497 年）、安芸国吉田郡郡山城（現在の安
芸高田市吉田町）に生まれ、75 歳で病死するまで
200 数十回におよぶ合戦をくぐりぬけ、毛利を西
国随一の大守にしました。

毛
利
元
就
の
里

三
矢
の
訓お

し
え

舞
い

切
磋
琢
磨

ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽

誇り
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仕
事
の
後
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　

安
芸
高
田
市
甲
田
町
に
は
、
湧
永
製
薬
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
「
レ
オ
リ
ッ
ク
」
が
あ
る
。
言
わ
ず
と
知

れ
た
日
本
最
高
峰
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
実
業
団
チ
ー
ム

だ
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
た
ち
は
、
安
芸

高
田
市
内
の
寮
や
ア
パ
ー
ト
で
生
活
を
送
っ
て
い

る
。
勤
務
が
終
わ
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
練
習
を
行
う
。
身
長
が
１
９
０
㎝
を
こ
え
る

選
手
た
ち
が
コ
ー
ト
内
を
か
け
回
る
実
業
団
の
試
合

は
、
見
て
い
て
も
迫
力
満
点
だ
。

有
名
な
監
督
や
選
手
か
ら

直
接
教
え
て
も
ら
え
る
環
境
が

　

湧
永
製
薬
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
地
域
へ
の
普
及

に
努
め
て
い
る
。
良
い
指
導
者
に
出
会
え
た
子
ど
も

た
ち
は
、
め
き
め
き
と
力
を
付
け
て
い
っ
た
。
県
代

表
と
し
て
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
。
こ
の
快
進
撃
は

小
学
生
チ
ー
ム
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
小
学
校
で
の

経
験
者
が
中
学
校
で
全
国
大
会
へ
、
ま
た
高
校
で
も

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
出
場
な
ど
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
共

に
育
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
着
実
に
力
を
つ
け
て

い
る
。
そ
の
中
か
ら
夢
で
あ
っ
た
湧
永
製
薬
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
に
地
元
選
手
が
誕
生
し
た
。

「
三
矢
の
訓
」
が
チ
ー
ム
名
に

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
交
流
が
始
ま
る

　

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ
リ
ー
グ
）
が
始
ま

る
前
の
年
、
広
島
県
に
も
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

が
生
ま
れ
た
。
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
だ
。
こ
の

チ
ー
ム
名
の
由
来
は
毛
利
元
就
の
「
三
矢
の
訓
」

か
ら
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
安
芸
高
田
市
吉
田
町
と

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
と
の
つ
な
が
り
は
、
こ
の
チ
ー

ム
名
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
元
就
ゆ
か
り
の
清

神
社
へ
、選
手
た
ち
が
毎
年
必
勝
祈
願
に
訪
れ
る
。

安
芸
高
田
の
地
で
勉
強
と

サ
ッ
カ
ー
に
励
む
ユ
ー
ス
の
選
手
た
ち

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
に
は
、
ユ
ー
ス
と

い
う
高
校
生
を
中
心
と
し
た
組
織
が
あ
る
。

　

高
校
に
通
い
な
が
ら
、
プ
ロ
に
な
る
た
め

の
練
習
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て

人
間
性
も
鍛
え
て
い
る
。
ユ
ー
ス
の
選
手
た

ち
は
、
昼
は
地
元
の
高
校
で
勉
強
を
し
て
、

夕
方
か
ら
練
習
を
行
う
。
プ
ロ
に
な
る
と
い

う
大
き
な
目
標
を
持
ち
、
こ
の
安
芸
高
田
の

地
で
。甲田とハンドボール

ひろしま国体では、甲田はハンド
ボールの開催地を引き受けました。
民泊で選手たちを受け入れ、チーム
の応援に住民たちは体育館に押し寄
せ、見るうちにハンドボールを知り、
ハンドボールのルールを知っていき
ました。それ以来、甲田で開催する
中学ハンドボール大会では、民泊で
参加チームを受け入れています。

吉田サッカー公園
サンフレッチェ広島の練習拠点で
ある吉田サッカー公園。毎週練習
にやってくる選手たち。ユースの
選手もここで練習をしています。
地元の子どもたちも直接憧れの選
手にサッカーを教えてもらうこと
もあります。

安芸高田市スポンサードゲーム
毎年、市民大応援団がサンフレッチェ
広島のホームゲームにかけつけ熱い声
援をおくっています。マザータウン安
芸高田市がスポンサーとなり、無料送
迎バスの運行や市の特産品等の販売、
そして毛利軍団による武者応援など、
ゲーム開始前から終了まで熱烈な応援
を展開します。

サ
ン
フ
レッ
チ
ェ
広
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

湧
永
製
薬

　
　

 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

誇り
伝えられた文化・
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ＳＰＲＩＮＧＳＵＭＭＥＲ

春夏

❷市入り祭り（だんじり屋台・子ども歌舞伎）
●吉田町
市入りの日（毎年 5 月 5 日）神輿に供奉する（千歳山）（八雲山）の 2 台のだ
んじり屋台が出され、中学生によって歌舞伎が演ぜられます。屋台は京都祇園
祭の山鉾をかたどったものといわれ、300 余年の伝統を保っています。

❸桜の名勝
●八千代町（八千代湖）
八千代湖畔（土師ダム）は西日本でも有数の桜の名勝です。6000 本余りがいっ
せいに開花した様は圧巻です。また夜には提灯によりライトアップされ、昼間
とはまた違った風情を楽しむことができる土師ダムです。サイクリングターミ
ナル、のどごえ公園など、様々な施設が充実し、四季を通じて訪れる人の目を
楽しませてくれます。

❷安芸高田市花火大会
●八千代町（8 月下旬）
安芸高田市最大の花火大会。遠方からも
多くの観客が押し寄せます。湖面より打
ち上げらえる花火は、大輪の花を咲かせ
ると共に、波静かな湖面にひときわ色鮮
やかに映り込みます。

❶一心祭り
●吉田町（7 月下旬）
一心祭りは、吉田町 4 地区の
地域振興会が中心となった実行
委員会によって開催されていま
す。保幼小の園児・児童や町内
各団体によるステージ発表、武
者絵巻、一心節踊りや、夜空を
彩る美しい花火などの多彩な内
容が楽しめます。

❹はやし田
●美土里町・高宮町・甲田町
5 月の後半から 6 月の前半にか
けて、市内各地ではやし田の実
演会が開催されます。多くの早
乙女と囃子方が歌大工に従って
一斉に田植えをする様は美しい
田園絵巻です。

❸高校生の神楽甲子園
●美土里町（7 月）
舞台も会場もとにかく熱い。神楽好きの高校生が神楽ドームに集結。神楽に取
り組む真剣な眼差しが観客を魅了します。

❺きてみん祭土曜夜市
●向原町（7 月第 4 土曜日）
イベントが盛りだくさんで、屋
台などが多数出店します。ぜひ
向原町にきてみんさい！

❹ほたるまつり
●八千代町・高宮町・向原町
　（7 月中旬）
八千代町佐々井地区、高宮町川根地
区、向原町保垣地区の 3 地区で、ほ
たるまつりが開催されます。バザーや
ステージ発表もあり、地域の大きなイ
ベントとして定着しています。

❻成人式
安芸高田市では、毎年 8 月 15 日に成人式を開催します。次世代を担う新成
人の飛躍を願います。

❻かたくり祭
●向原町（3 月下旬～ 4 月上旬）
薄むらさきの可憐なかたくりの花。開
花の季節には、毎年、遠方からも、多
くの人が訪れます。

❶神楽競演大会
●吉田・美土里・向原
春をつげる 舞゙″が各地区
で開催されています。迫
力ある舞で、市内外から
詰めかける神楽ファンを
魅了します。

❺湧永満之記念庭園
●甲田町（4 月中旬～）
花や緑を美しく調和させた約 4 万 5
千坪の広大な庭園に、432 種約 5000
本ものバラを中心とした 95 種の草花
が四季折々に咲き誇ります。

春は花の季節です。

桜はもちろんのこと、珍し

い自然群生のかたくりが楽

しめ、花 に々ちなんだイベ

ントも催されています。

また、田植え祭りも見どこ

ろのひとつです。

夏といえば、祭り。

安芸高田でもいろいろな夏

祭りが開催されます。また、

美しい湖や川辺、山 の々自

然に囲まれてキャンプに釣

りに、アウトドアが楽しめ

る季節です。

❸

❸❷

❹

❺

❻
❹

❶

❷

❶
❻

❺

四季
四季折々の
自然・行事

四季
四季折々の
自然・行事
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ＷＩＮＴＥＲ

秋冬

❷とんど
●市内各地（1 月中旬）
市内各地でとんどが開催されます。餅を
焼き、燗した酒を飲み、書初めを燃やし
て 1 年間の健康と安全を祈念します。

❸サンフレッチェ広島必勝祈願
●吉田町（１～ 3 月予定）
毛利元就の三矢の訓をチーム名の由来と
しているサンフレッチェ広島は、郡山城
跡麓の清神社に必勝祈願に訪れます。

❻鷹の巣山
●向原町
安芸高田市で一番高い山（標高 922 ｍ）で、2 つの登山コースがあります。
山頂からの展望は、日の出と霧の海のすばらしさで知られています。

❶出初式
●吉田町
古くから消防団員や消防署員が気持ちを引き締め、災害に対する意識を高め
る催しとなっている出初式。

❹自慢の温泉
●美土里町・高宮町
市内には、2 つの温泉があります。美土里町神楽門前湯治村の「岩戸屋」と
たかみや湯の森。どちらも天然ラドン温泉で、皮膚病や眼病などの効能を発
揮するといわれています。岩戸屋は、2 階建てで数種類のお湯（打たせ湯付
き露天風呂や蒸気サウナ等）があって、飽きることなくゆっくりと湯を愉し
むことができます。たかみや湯の森は、気泡湯、ジェット湯、薬草湯、露天
風呂、打たせ湯、白湯など多彩に愉しめる湯があり、ほっと一息、日頃の疲
れを流してくれるでしょう。

❺鮭の稚魚の放流
●高宮町
中国山脈を抜けて日本海に流れ込む江の
川。昔のようにたくさんの鮭が帰ってく
ることを願って、毎年稚魚を放流してい
ます。江の川の環境を守る活動として多
くの市民から賛同を得ています。

❷土師ダム湖畔マラソン
●（11 月下旬）
紅葉で色づく土師ダム湖畔を周回するコースは、気持ち良く
走れることから、年々参加者の人気が高まっています。

❶ふれあい産直市
●吉田町
地域農産物の販路確保とＰＲ、魅力ある加工品づくり、農業農村の活性化を目
的に建てられた施設で、季節の旬の野菜や果物がところせましと並びます。周
辺敷地に「道の駅」の建設を予定しています。

❺こうだわいわい祭
●甲田町（10 月上旬）
楽しいゲームや歌・踊りの発表、
各種団体によるバザーなど楽しい
催し物がいっぱい。

❻カエデの老樹
●甲田町
1823 年に、唯称庵主本励上人が京都高尾より取り寄せ植えたカエデです。長い
年月を経てこの地の風土に適応して老樹となっています。景観の見事なカエデ林
で学術的な価値も高いものです。史跡五龍山の一翼を彩る貴重な存在です。

❸ひろしま神楽グランプリ
●美土里町（11 月下旬）
各地の神楽競演大会で優秀な成績を収めた神楽団が出場し、
その年の一番を競います。

❹たかみや大地の祭り
●高宮町（10 月中旬）

「音・味・遊び」をテーマ
に、神楽・太鼓などのステー
ジ発表や、牛肉の丸焼き、
200 メートルを超える巻
き寿司づくりなど、多くの
人で賑わいます。

収穫の秋。

梨、りんご、栗にぶどうと、

美味しい自然の恵みが満

喫できます。また、神楽

に関する催しも多く行わ

れ、神楽ファンには見逃

せない季節です。

安芸高田の冬。
雪を見ながらの露天風呂
もよし。とんどの火で焼
いたお餅を食べるもよし。
他の時期には感じられな
い、ぬくもりを感じること
ができます。

❸

❻❻

❶

❸

❹

❺

❹

❷

❶

ＡＵＴＵＭＮ

四季
四季折々の
自然・行事

四季
四季折々の
自然・行事

❺
❷

美土里（神楽門前湯治村）

高宮（湯の森）
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市
制
施
行
後
、
本
市
で
は
、
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
落
着
き
を
活

か
し
な
が
ら
、
都
市
的
魅
力
と
田
園
の
安
ら

ぎ
が
共
生
し
た
快
適
で
潤
い
あ
る
生
活
空
間

や
「
安
心
」
と
「
ゆ
と
り
」
を
備
え
た
住
み

や
す
さ
、多
様
な
働
く
場
が
確
保
さ
れ
た「
安

芸
高
田
」
ら
し
さ
を
創
造
し
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
生
き
生
き
と
輝
き
、
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

  

将
来
像
に
「
人 

輝
く
・
安
芸
高
田
～
住
民

と
行
政
が
奏
で
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
～
」
を
掲
げ
、
こ
の
将
来
像
は
平
成

25
年
に
制
定
さ
れ
た
市
民
憲
章
に
も
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
制
施
行
10
年
経
過
、

安
芸
高
田
市
が
抱
え
る

今
後
の
課
題

１ 

次
世
代
の
確
保

　

次
世
代
確
保
と
い
う
課
題
の
解
決
に
向
け

た
取
組
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
減

少
の
流
れ
を
食
い
止
め
る
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

農
業
を
基
軸
と
し
た
雇
用
創
出
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
観
光
等
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
業
開
拓
に
よ

り
、「
働
く
場
」
の
整
備
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
景
観
や
文
化
、
人

付
き
合
い
等
、
都
市
部
に
は
な
い
「
暮
ら
す

場
」
と
し
て
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
必
要

も
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、「
育
て
る
場（
出
産
・

子
育
て
、
教
育
）」
と
し
て
の
魅
力
向
上
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２ 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備

　
「
安
心
」
は
豊
か
な
暮
ら
し
を
営
む
上
で

最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な
も
の
で
、
す
べ
て

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
究
極
的
に
は
こ
の
達

成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
安
心
」
に
お
い
て
、
何
よ
り
も
守
る
べ

き
は
命
で
す
。
近
年
の
大
規
模
災
害
等
の
教

訓
か
ら
、
災
害
発
生
直
前
～
直
後
に
お
け
る

自
助
・
共
助
に
よ
る
防
災
態
勢
を
さ
ら
に
充

実
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生

産
人
口
の
減
少
が
続
く
中
、
高
齢
者
や
障
害

者
等
、
社
会
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
も
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
中
小
企
業
や
個

人
商
店
の
活
性
化
等
を
通
じ
て
、
地
域
内
経

済
の
維
持
・
循
環
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
は

あ
り
ま
す
。

３ 

効
果
的
で
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

税
の
減
収
、
社
会
保
障
費
の
増
大
等
に
伴

う
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
選
択
と
集
中
に

よ
る
行
財
政
改
革
は
着
実
に
進
ん
で
き
ま
し

た
が
、
合
併
後
11
年
目
か
ら
は
地
方
交
付
税

の
減
額
も
加
わ
り
、
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
運

営
に
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
既
存
資
源
を
最
大

限
活
用
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
実
効
を
伴
う
効
率
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
む
け
、
市
民
や
事
業
者
等
の

各
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
活
か
し
、
役

割
分
担
の
下
で
協
働
し
て
い
く
必
要
も
あ
り

ま
す
。
加
え
て
、
こ
の
ま
ち
の
魅
力
や
取
組

に
対
す
る
想
い
等
、
相
手
に
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
た
な
将
来
像

「
人
が
つ
な
が
る

田
園
都
市 

安
芸
高
田
」
へ

～
こ
の
実
現
に
向
け
挑
戦
し
ま
す
～

人
が
つ
な
が
る

　〝
つ
な
が
る
〟
と
は
、
生
活
・
地
域
・
社

会
を
支
え
る
目
に
見
え
な
い
絆
・
基
盤
と
し

て
の
社
会
関
係
資
本
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
）
で
す
。
地
域
の
自
然
・
環
境
と
の

〝
つ
な
が
り
〟
等
で
す
。

　
「
人
が
つ
な
が
る
」
と
は
、「
い
の
ち
の
連

続
性
の
実
感
」
や
「
災
害
時
等
の
共
に
助
け

合
う
（
自
助
・
共
助
）」
と
い
う
こ
と
、＝
「
多

世
代
・
多
文
化
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
広
が
り
」。
も
っ
と
言
え
ば
、「
歴
史
が
つ

な
が
り
伝
統
が
継
承
さ
れ
る
」、「
地
域
・
社

会
の
知
恵
の
継
承
」
と
か
、「
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
が
循
環
す
る
」
と

い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
芸
高
田
市
で
言
え
ば
、
６
つ
の

町
が
つ
な
が
り
、
32
の
地
域
振
興
組
織
が
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
地
域

資
源
を
媒
介
に
、
人
と
人
、
人
と
地
域
の
時

間
的
・
空
間
的
〝
つ
な
が
り
〟
を
紡
ぎ
、
い

の
ち
と
暮
ら
し
の
基
盤
の
再
生
を
目
指
し
ま

す
。田

園
都
市

　

田
園
と
山
並
み
の
豊
か
な
緑
、
清
流
に
囲

ま
れ
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
落
着
き
を
活
か
し

な
が
ら
、
都
市
的
魅
力
と
田
園
の
安
ら
ぎ
が

共
生
し
た
快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
空
間

や
、「
安
心
」
と
「
ゆ
と
り
」
を
備
え
た
住

み
や
す
さ
、
多
様
な
働
く
場
が
確
保
さ
れ
た

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

人
が

　

   
つ
な
が
る

 

田
園
都
市

　

   
安
芸
高
田
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自
然
と
都
市
機
能
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
和

し
た
、
誰
も
が
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
田

園
都
市
を
目
指
す
と
と
も
に
、
学
ぶ
文
化
の

醸
成
を
図
り
、
更
に
就
学
前
教
育
と
子
育
て

支
援
の
充
実
を
目
指
し
、「
人
が
集
い
育
つ

ま
ち
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
ま
す
。

１ 

自
然
と
調
和
し
た

 

快
適
な
田
園
都
市
の
形
成

　

自
然
と
都
市
機
能
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
和

し
た
、
誰
も
が
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
魅

力
あ
る
田
園
都
市
を
形
成
し
、
定
住
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

２ 

学
ぶ
文
化
の
醸
成

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
将
来

へ
の
基
礎
づ
く
り
や
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

地
域
社
会
に
参
画
で
き
る
生
涯
学
習
を
推
進

し
、
学
び
の
文
化
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

３ 

子
育
て
支
援
と

 

就
学
前
教
育
の
充
実

　

誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
と
就

学
前
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

人
が
　
集
い
育
つ

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る

　
　

   

ま
ち
づ
く
り

 挑戦
その１

 挑戦
その２

❸学習補助員・非常勤講師を配置し、児童・生徒の確かな学
力向上をめざします。また、ICT を活用した分かりやすい
授業づくりに努めています。

❷地域おこし協力隊員を増員
し、移住者の増と地域の活性
化を図っています。

❸障害者の自立と社会参加を目的とした支援や本人とその家族に
対する相談・支援体制の充実に努めています。

❶子育て・婚活住宅取得補助金などによる若
者世帯の移住・定住を推進しています。

❶女性消防団員が誕生し、消防団員の確
保に力を入れ、消防車両や防火水槽等
を計画的に整備します。

❶

❸

❶

❷「市民総ヘルパー構想」に基づく、地域包括ケア構築に係る
地域機能の整備を行っています。

❷

　
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
に
よ
る
地
域
防
災
、

福
祉
社
会
、
医
療
体
制
の
充
実
と
、
美
し
い

安
芸
高
田
の
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
を
目
指
し
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
挑
戦
し
ま
す
。

１ 

共
に
助
け
合
う 

安
全
・
安
心

　
「
自
助
」、「
共
助
」、「
公
助
」
が
連
携
し
て
、

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

２ 

支
え
合
う
福
祉
社
会
の

 

実
現
と
医
療
体
制
の
充
実

　

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
や
か
に
過
ご

せ
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援
や
意
識

啓
発
を
行
い
、
自
主
的
な
取
組
を
促
進
し
ま

す
。

３ 

未
来
に
つ
な
ぐ
自
然
環
境

　

美
し
い
安
芸
高
田
の
自
然
と
と
も
に
、
良

好
な
地
球
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
ま

す
。

❸

❹家庭での読み聞かせなど、読書活
動へのきっかけづくりを目的に、
赤ちゃんとその保護者に、絵本を
開く体験といっしょに絵本をプレ
ゼントする「ブックスタート事業」
を行っています。

❹
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地
域
資
源
を

　
活
か
し
た

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

 挑戦
その３

❷

基
本
目
標

１
、
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を

創
出
す
る

２
、
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
る

３
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る

４
、
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
若
者
の
定
住
促
進
強
化

●
地
域
経
済
の
好
循
環
推
進

●
次
代
を
切
り
拓
く
青
少
年
育
成

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
高
度
化

❷「高校生の神楽甲子園」
を舞台とした NHKド
ラマが放映され、これ
を機に観光客の増、地
域経済の活性化につな
げます。

　

総
合
計
画
に
お
け
る
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中

心
に
、
国
の
基
本
目
標
に
対
応
し
た
取
組
を
進
め
ま

す
。

■
10
年
先
の
目
標
人
口
を
設
定
し
、
人
口
減
対

策
に
傾
注

　

➡
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー
ン
の
増

■
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
を
充
実

　

➡ 

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
に
と
っ
て

　
　

 

「
住
み
た
い
ま
ち
」
に

■
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
く

　

➡
「
住
み
た
い
ま
ち
」
か
ら

　
　

 

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
に

目
標
人
口

　

将
来
像
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
人

口
減
少
の
歯
止
め
対
策
・
少
子
高
齢
化

対
策
の
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

10
年
先
の
目
標
を
掲
げ
て
人
口
問
題
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
将
来
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
10
年
後

の
平
成
36
（
２
０
２
５
）
年
の
安
芸
高

田
市
人
口
は
２
６
，
３
２
６
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
人
口
推
計
を
目
安
に
、

10
年
後
の
目
標
を
プ
ラ
ス
１
，
２
０
０

人
と
し
２
７
，
５
０
０
人
と
設
定
し
ま

し
た
。

まちづくり
安芸高田の
まちづくり

　　　総合計画における目標人口

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の

取
組

　

安
芸
高
田
市
の
宝
を
磨
き
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、「
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
基
盤
に
据
え
、
産
業
の
活
性
化

と
地
域
経
済
の
好
循
環
を
目
指
し
、「
地
域

資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
挑
戦
し

ま
す
。

１ 

安
芸
高
田
市
の
宝
を
磨
く

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
取
組
を
推
進
し
、

多
く
の
人
々
の
来
訪
意
欲
を
高
め
、
交
流
に

よ
る
地
域
振
興
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
市
民
の
郷
土
に
対
す
る
愛

着
と
誇
り
を
醸
成
し
ま
す
。

２ 

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

安
芸
高
田
市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
を
目
指
し
、「
住
民
と
行
政
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
盤
と
し
た
行
政
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

３ 

産
業
の
活
性
化
と
地
域
経
済
の
循
環

　

主
要
産
業
で
あ
る
農
業
や
製
造
業
を
は
じ

め
林
業
や
水
産
業
の
活
性
化
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
充
実
に
よ
る
新
た
な
産
業
創

出
、
柔
軟
な
発
想
を
活
か
し
た
起
業
支
援
な

ど
、
多
様
な
働
く
場
、
働
き
方
の
創
出
を
図

り
ま
す
。

❶
❶ジビエの特産化について

は、食肉加工施設の改修を
行い、ジビエの活用研究・
商品開発・販売促進を強力
に推進しています。

❸「ふるさと応援の会」の力を借り、市外からの視点を活かし、
安芸高田の魅力づくりにつなげていきます。

❸
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住
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

行
政
の
推
進

　

行
政
の
透
明
性
の
確
保
、
住
民
に
対
す
る

説
明
責
任
の
明
確
化
を
基
本
方
針
と
し
て
、

行
政
情
報
を
積
極
的
に
公
開
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
告
知
放
送
に
よ
る
情

報
発
信
を
充
実
し
、
迅
速
で
わ
か
り
や
す
い

情
報
提
供
を
図
り
ま
す
。
住
民
意
識
を
的
確

に
把
握
し
、
住
民
の
意
見
を
適
切
か
つ
有
効

に
行
政
に
反
映
し
て
い
く
よ
う
、
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
の
開
催
な
ど
広
聴
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

地
域
振
興
組
織
の
活
性
化
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
住
民
の
地
域
活
動
の
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」の
設
置
、審
議
会
、

協
議
会
等
へ
の
幅
広
い
住
民
参
加
の
拡
充
な

ど
、
計
画
策
定
や
管
理
・
運
営
な
ど
様
々
な

段
階
・
分
野
に
お
け
る
住
民
意
見
の
反
映
の

場
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

　

行
政
改
革
大
綱
を
行
政
組
織
戦
略
と
し
て

策
定
し
、
的
確
に
実
行
し
ま
す
。

　

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
公
正
の
確
保
や
透
明
性
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
や
目
標
管
理
制
度
を

活
用
し
、
成
果
重
視
の
行
財
政
経
営
に
努
め

ま
す
。

　

人
材
育
成
を
推
進
し
、よ
り
一
層
の
組
織
・

機
構
の
合
理
化
と
、
定
員
管
理
、
給
与
の
適

正
化
に
努
め
、
地
方
分
権
に
対
応
し
た
行
政

組
織
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　

事
務
事
業
の
整
理
統
合
等
を
図
る
と
と
も

に
、
民
間
活
力
の
導
入
や
高
度
情
報
通
信
技

術
の
活
用
を
推
進
し
、
良
質
で
迅
速
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
努
め
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
市
政
と

　
　
　
　

広
域
連
携
の
推
進

　

窓
口
業
務
の
利
便
性
向
上
、
市
民
要
望
へ

の
迅
速
な
対
応
等
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

市
民
や
業
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
入
札
執
行

に
向
け
、
入
札
・
制
度
の
改
正
を
適
宜
行
う

ほ
か
、
入
札
・
検
査
は
工
事
担
当
で
な
い
部

局
に
配
置
す
る
等
、
公
平
・
透
明
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

芸
北
広
域
環
境
施
設
組
合
に
お
け
る
事

務
・
事
業
の
共
同
処
理
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
消
防
・
救
急
に
お
け
る
隣
接
自
治
体
と

の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
や
ま
ち

起
こ
し
協
議
会
（
神
楽
・
食
と
酒
）
を
通
じ

て
、
広
域
連
携
・
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
総
合
計
画
の
円
滑
な
推
進
を
図
り
、
関

係
事
業
の
早
期
実
施
を
促
進
し
て
い
く
た

め
、
国
・
広
島
県
と
の
連
携
強
化
と
緊
密
な

協
議
・
調
整
に
努
め
ま
す
。

　

市
議
会
は
、常
に
時
代
の
潮
流
を
踏
ま
え
、

市
民
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
条
例
の
制
定

や
予
算
の
審
議
、
決
算
の
認
定
な
ど
、
市
政

を
進
め
る
上
で
重
要
な
こ
と
を
決
め
る
議
決

機
関
で
す
。
今
後
も
市
の
将
来
像
を
実
現
す

べ
く
議
会
を
進
め
て
行
く
方
針
で
す
。
そ
の

決
定
に
基
づ
い
て
、
実
際
に
事
業
を
進
め
て

い
く
の
は
市
長
（
執
行
機
関
）
で
す
。

　

市
議
会
を
構
成
す
る
の
は
、
選
挙
で
選
ば

れ
た
市
民
代
表
18
名
か
ら
成
る
市
議
会
議
員

で
す
。
年
４
回
の
定
例
会
と
必
要
に
応
じ
て

開
か
れ
る
臨
時
会
に
お
い
て
、
案
件
を
審
議

し
て
い
き
ま
す
。
議
会
運
営
を
円
滑
に
行
う

た
め
の
議
会
運
営
委
員
会
や
、
様
々
な
分
野

に
わ
た
る
案
件
を
よ
り
専
門
的
に
調
査
・
審

査
す
る
た
め
に
、
総
務
企
画
・
文
教
厚
生
・

産
業
建
設
・
予
算
決
算
の
４
つ
の
常
任
委
員

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
必
要
に
応

じ
て
特
別
委
員
会
を
設
け
、
慎
重
に
調
査
・

審
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
長
、
議
会
議
員
と
も
市
民
の
選
挙
に

よ
っ
て
選
ば
れ
、
対
等
の
立
場
と
地
位
に
あ

り
、
互
い
に
考
え
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
市

民
生
活
向
上
の
た
め
に
努
め
て
い
ま
す
。

まちづくり
安芸高田の
まちづくり

行
政

まちづくり
安芸高田の
まちづくり

議
会

議長 先川　和幸

安芸高田市民フォーラムの様子

副議長 水戸　眞悟

議
会
運
営
委
員
会

◯
◯
◯
◯
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会

（
常
任
委
員
会
）

（
特
別
委
員
会
）

全
員
協
議
会

※特別委員会は必要に応じて設置されます。

議

　会

議
会
事
務
局

議 会 構 成

予
算
決
算
常
任
委
員
会
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甲立古墳

向原生涯学習センターみらい

三次

甲立駅
吉田口駅

向原駅←下関

↑松江 米子↑

大阪→塩町

甲山

豊栄

広島空港

広島北 IC

広島 IC 西条 IC 三原久井 IC 尾道 IC

尾道三原
←山口

広島 西条
山陽新幹線

岡山→
福山

福山東 IC

大朝 IC

千代田 IC 高田 IC 三次 IC 中国自動車道

浜
田
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
福
塩
線

Ｊ
Ｒ
芸
備
線

Ｊ
Ｒ
芸
備
線

安芸高田市

433

183

184

375
54

２

バ　　ス

●広島バスセンターから …………………………………………… 約 1 時間 10 分

バ　　ス
●中国自動車道 高田 IC おりる（安芸高田市美土里町）
●広島市から国道 54 号北上 ………………………………………………約 1 時間
●三次市から国道 54 号南下 ……………………………………………… 約 30 分

ＪＲ（芸備線）
●広島駅から向原駅（安芸高田市向原町） ………約 1 時間 10 分（快速約 50 分）
●広島駅から吉田口駅（安芸高田市甲田町） ……………………… 約 1 時間 15 分
●広島駅から甲立駅（安芸高田市甲田町） ……… 約 1 時間 20 分（快速約 1 時間）

高速バス
●広島バスセンターから中国自動車道美土里バス停 ………………………約 1 時間
　（安芸高田市美土里町）
●広島バスセンターから中国自動車道高宮バス停 ……………………約 1 時間 5 分
　（安芸高田市高宮町）

安芸高田市の位置

甲立古墳（三次元レーザー）

●
位
置

　

安
芸
高
田
市
は
、
広
島
県
の
中
北
部
に
位
置

し
、北
は
島
根
県
、南
は
広
島
市
に
接
し
て
お
り
、

面
積
は
５
３
７
・
７
５
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

●
地
勢

　

市
域
内
に
は
、
急
峻
な
山
岳
は
み
ら
れ
な
い

が
、
鷹
の
巣
山
、
大
土
山
、
犬
伏
山
な
ど
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
山
に
囲
ま
れ
、
市
域
面
積
の
約
８

割
を
森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

河
川
は
、
森
林
を
縫
っ
て
中
央
部
を
江
の
川

が
貫
流
し
、
北
部
は
生
田
川
、
本
村
川
が
東
流

し
て
江
の
川
へ
、
南
部
は
三
條
川
が
西
流
し
て

太
田
川
に
合
流
し
て
お
り
、
市
域
全
体
と
し
て

水
と
緑
が
調
和
し
た
こ
ま
や
か
で
落
ち
着
き
の

あ
る
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

●
分
水
嶺

　

降
っ
た
雨
は
瀬
戸
内
海
か
、
そ
れ
と
も
日
本

海
か
。

　

安
芸
高
田
市
の
川
は
、
日
本
海
に
注
ぐ
水
系

と
、
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
水
系
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
内
に
は
水
の
分
か
れ
目
に

な
る
分
水
嶺
が
あ
り
ま
す
。

　

八
千
代
町
の
上
根
地
区
と
向
原
町
の
戸
島
地

区
に
分
水
嶺
を
知
ら
せ
る
標
識
が
あ
り
ま
す
。

特
に
戸
島
地
区
の
分
水
嶺
は
、
標
高
２
０
０
ｍ

と
い
う
平
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
極
め
て
珍
し
い

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
人
は
、
こ
こ
に
降
っ
た
雨
水
が
南
へ

北
へ
と
泣
い
て
別
れ
た
で
あ
ろ
う
と
、
物
言
わ

ぬ
水
の
心
情
を
推
し
量
っ
て
、
こ
の
地
点
を
「
泣

き
別
れ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

郡山城跡

向原町戸島の分水嶺標識向原町の花しょうぶ

土師ダムサイクリングターミナル

八千代本郷の棚田

八千代町上根地区の分水嶺標識

神楽門前湯治村

エコミュージアム川根

庄原市

三次市

安芸高田市
北広島町

安芸太田市 府中市
世羅町

神石高原町

福山市
尾道市

三原市東広島市広島市

廿日市市

まちへのアクセス 安芸高田の
案内

道の駅「北の関宿安芸高田」
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市
庁
舎
と
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

　

行
政
機
能
と
文
化
保
健
福
祉
機
能

の
融
合
を
期
し
、
市
庁
舎
に
隣
接

す
る
位
置
に
、
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
『
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
』

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
』
は
、

施
設
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
ガ
ラ

ス
張
り
の
ア
ト
リ
ウ
ム
、
外
観
等

か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
「
ク
リ
ス

タ
ル
（
水
晶
）」（Crystal

）
と
、

イ
タ
リ
ア
語
で
「
安
心
」、「
く
つ
ろ
ぎ
」、「
や
す
ら
ぎ
」
を
意
味

す
る
「
ア
ー
ジ
ョ
」（A

gio

）
を
組
み
合
わ
せ
て
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
水
晶
の
よ
う
に
安
芸
高
田
市
が
光
輝
く
と
と
も
に
、
こ
の

施
設
が
多
く
の
市
民
が
集
う
生
涯
学
習
や
、
や
す
ら
ぎ
の
場
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

　

多
世
代
が
学
び
、
交
流
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
元
気
を
発
信
す

る
施
設
と
し
て
、
平
成
25
年
に
『
向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら

い
』
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
電
動
移
動
観
覧
席
と
固
定
席
、
合

わ
せ
て
４
５
０
席
の
多
目
的
ホ
ー
ル
や
図
書
館
な
ど
が
附
帯
し
て

い
ま
す
。

向原生涯学習センター
みらい

安芸高田市庁舎と
クリスタルアージョ

集いの拠点
市庁舎・
クリスタルアージョ

集いの拠点
生涯学習センター
みらい
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